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安
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長
期
定
常
成
長
の
動
学
的
不
安
定
性
に
つ
い
て

本　
　

間　
　

祥　
　

介

ま
え
が
き

二
〇
〇
八
年
秋
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
ケ
イ
ン
ズ
的
な
成
長
理
論
に
お
け
るknife-edge

の
動
学
的
不
安
定
性
に
よ
っ

て
大
ま
か
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
大
手
証
券
会
社
は
、
ポ
ン
ジ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
（
1
）

、
リ
ス
ク
を
取
り
過
ぎ
た
各
種
デ
リ
ヴ
ァ

テ
ィ
ブ
を
一
日
も
早
く
よ
り
高
く
売
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
営
状
態
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
わ
ばm

ake m
arketing （2

）

に

失
敗
し
、
破
綻
す
る
、
そ
の
結
果
金
融
市
場
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
他
方
で
は
、
そ
の
余
波
と
し
て
、
手
形
の
現

金
化
の
停
止
、
貸
し
し
ぶ
り
等
を
通
じ
て
、
経
済
活
動
が
全
般
に
わ
た
っ
て
一
時
的
に
麻
痺
す
る
、
と
い
う
経
済
、
金
融
危
機
が
世
界
を

と
つ
ぜ
ん
襲
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

二
七
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他
方
、
ケ
イ
ン
ズ
派
成
長
理
論
に
お
け
る
宇
沢
先
生
の
基
本
的
動
学
方
程
式
体
系
は
（
3
）

、
位
相
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
長
期
均
衡
点

に
近
づ
く
安
定
的
な
径
路
は
二
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
の
径
路
に
つ
い
て
は
、
市
場
利
子
率
i
は
o
に
収
歛
す
る
か
、
プ
ラ
ス
∞
に

発
散
す
る
（
4
）

」
こ
と
を
示
す
。
換
言
す
れ
ば
、
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
マ
ー
的
なknife-edge

、
つ
ま
り
長
期
均
衡
成
長
径
路
以
外
の
動
学
的
に
不

安
定
的
な
成
長
径
路
は
す
べ
て
市
場
利
子
率
i
を
o
か
無
限
大
に
向
わ
せ
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
大
ま
か
な
動
学
的
不
安
定
性
の
解
釈
を
三
節
に
わ
た
っ
て
、
プ
ラ
イ
ス
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
る
貨
幣

的
経
済
成
長
の
新
古
典
派
理
論
を
挿
入
し
な
が
ら
、
詳
述
す
る
。

Ⅰ
．
貨
幣
的
成
長
の
新
古
典
派
理
論

新
古
典
派
の
貨
幣
的
成
長
理
論
に
お
い
て
は
（
5
）

、
動
学
体
系
の
解
径
路
は
長
期
定
常
状
態
に
循
環
的
に
収
束
す
る
か
、
そ
の
状
態
の
周
囲

の
リ
ミ
ッ
ト
・
サ
イ
ク
ル
均
衡
に
巻
き
つ
く
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
（
6
）

。
し
た
が
っ
て
、
も
し
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
救
済
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
安
定
的
な
成
長
径
路
は
ゆ
が
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
危
惧
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
ケ
イ
ン
ズ
派
の
成
長
理
論
に
お

け
る
動
学
的
不
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
現
行
市
場
利
子
率
i
と
完
全
雇
用
維
持
利
子
率
i＊

と
の
乖
離
に
応
じ
て
、
弾
力
的
な
貨
幣
供
給

政
策
を
取
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
派
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
節
は
貨
幣
的
成
長
の
新
古
典
派
理
論
を
一

瞥
す
る
（
7
）

。

ま
ず
、
物
的
産
出
量
と
価
格
水
準
、
貨
幣
量
と
の
間
の
関
係
を
考
慮
す
る
た
め
に
、
名
目
的
な
い
し
貨
幣
的
国
民
所
得
を

P
F

（K
, N

）＋M

・

と
定
義
す
る
、
た
ゞ
し
P
は
価
格
水
準
、
F
は
資
本
K
と
労
働
N
の
新
古
典
派
的
生
産
関
数
、
そ
し
てM

・

（

≡dM
/ d

t

）
は
貨
幣
量

二
七
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の
変
化
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
産
出
量
額
に
貨
幣
の
変
化
分
が
加
算
さ
れ
る
の
は
、
貨
幣
所
有
は
効
用
水
準
を
高
め
る
、
あ
る
い
は
保
有
貨
幣

と
生
産
財
と
は
完
全
に
代
替
的
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
、
貨
幣
自
体
が
所
得
な
い
し
資
産
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ぎ
に
、
価
格
水
準
の
期
待
上
昇
率
を

π
e

＝（P
・/P

）e

と
し
、
こ
れ
を
実
質
現
金
残
高
の
目
減
り
分
と
す
れ
ば
、
実
質
国
民
所
得
Y
は
、

Y

＝F

（K
, N

）＋（M
・/P

）－π
eM
/P

と
な
る
が
、
さ
ら
に
貨
幣
供
給
の
増
加
率
を

μ

＝M

・/M

と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
加
へ
て

実
質
国
民
所
得
Y
はY

＝F

（K
, N

）＋（μ

－π
e

）（M
/P

）
と
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
平
均
貯
蓄
性
向
を
s
と
す
れ
ば
、
貯
蓄
額S

＝sP
F

＋sM

・

は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
選
択
の
均
衡
条
件
が
満
足
さ
れ
る
よ

う
に
、
資
本
財
の
購
入P
K

・

か
現
金
残
高
の
増
加
か
の
い
づ
れ
か
に
配
分
さ
れ
る
、
し
た
が
っ
て
、S

＝P
K

・

＋μ
M

か
ら
、
資
本
蓄
積K

・

に
つ
い
て
は
、

K

・

＝sF

（K
, N

）－（1

－s

）（μ

－π
e

）M/P

が
成
立
す
る
。

他
方
、
貨
幣
需
要
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
選
択
行
動
に
よ
る
最
適
な
資
産
構
成
の
達
成
の
目
的
か
ら
、
実
物
資
産
の
利
潤
率

と
貨
幣
保
有
の
機
会
費
用
（
あ
る
い
は
収
益
率
）
と
が
相
等
し
く
な
る
よ
う
に
貨
幣
需
要
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
準
は
、
貨
幣
需
要
が
資

二
七
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本
の
限
界
生
産
r
と
価
格
水
準
P
と
の
関
数
で
あ
る
が
、
明
示
的
に
、
実
質
現
金
残
高
の
需
要
関
数
は
、

λ

（i, Y
/K

）

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
、
た
ゞ
し
、
i
は
市
場
利
子
率
で
、i

＝ρ

＋π
e

、
す
な
わ
ち
、
実
質
利
子
率
と
価
格
水
準
の
期
待
上
昇
率
と
の

和
で
あ
る
。

以
下
の
比
例
諸
変
数
に
よ
っ
て
、
当
該
理
論
の
基
本
的
動
学
方
程
式
が
導
か
れ
る
。

m

＝M
/P
K

：
資
本
1
単
位
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高

y

＝Y
/K

：
資
本
1
単
位
当
り
の
国
民
所
得

n

＝N
/K

：
資
本
1
単
位
当
り
の
労
働

こ
れ
ま
で
の
Y
の
定
義
と
資
産
市
場
の
均
衡
条
件
か
ら
、
短
期
均
衡
は

y

＝f

（n

）＋（μ

－π
e

）m

m

＝λ

（i, y

）

の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
、
た
ゞ
し
、i

＝ρ

＋π
e, ρ

＝r
＝f
（n

）－
n

f

′（n

）
で
、
r
は
利
潤
率
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
短
期
均
衡
点
は
時
間
の

経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
か
ら
、

n

・/ n

＝N

・/N

－K

・/K

＝ν

－〔f

（n

）－（1

－s

）y

〕

が
成
立
す
る
。
こ
の
微
分
方
程
式
が
基
本
的
動
学
方
程
式
と
な
る
。
労
働
増
加
率ν

≡N

・/N

、
貨
幣
供
給
増
加
率μ

≡M

・/M

は
外
生
的

に
決
定
さ
れ
る
定
数
で
あ
る
。

基
本
方
程
式
の
最
右
辺
全
体
を
ゼ
ロ
に
す
る
n
の
値
n＊

が
長
期
定
常
点
で
あ
る
。
右
辺
は
n
の
単
調
減
少
関
数
で
あ
る
か
ら
、

二
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n＜
n

＊

に
お
い
て
は
、n

・＞
0

で
、
n
は
増
加
す
る
。
逆
にn＞

n

＊

に
お
い
て
は
、n

・＜
0

で
、
n
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期

定
常
成
長
状
態
n＊

は
動
学
的
に
安
定
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
の
変
動
過
程
に
お
い
て
は
期
待
価
格
上
昇
率π

e（

≡（P

・/P

）e

）
の
影
響
は
大
き
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、N

erlove-

C
agan

の
期
待
調
整
仮
説
に
基
づ
い
て
、
期
待
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

β
＞
0

を
期
待
調
整
係
数
と
し
て

π

・e

＝β

（π

－π
e

）,  π

＝P

・/P

の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
（
8
）

。
そ
し
て
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
本
節
の
基
本
的
動
学
方
程
式
と
が
連
立
さ
れ
る
と
き
、
一
つ
の
動
学
体
系
が

形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
体
系
に
つ
い
て
は
、
期
待
調
整
速
度
β
が
非
常
に
小
さ
い
と
き
、
解
径
路
（n, π

e

）

は
長
期
定
常
点
（n

＊, π
e

＊

）
に
収
束
し
、
動
学
的
に
安
定
で
あ
る
体
系
と
な
る
。

さ
ら
に
、
極
限
的
な
ケ
ー
ス
（
9
）

、
す
な
わ
ち
、
調
整
速
度
が
無
限
大
で
あ
り
、
か
つ
価
格
の
期
待
上
昇
率
と
現
行
価
格
上
昇
率
と
が
一
致

す
る
、
し
た
が
っ
て
、

π
e

＝π

＝P

・/P

で
あ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
新
古
典
派
の
貨
幣
的
成
長
モ
デ
ル
の
安
定
性
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

当
該
短
期
均
衡
の
状
態

y

＝f

（n

）＋（μ

－π

）m

m

＝λ

（i, y

）i

＝ρ

＋π
,  ρ

＝r

＝f

（n

）－n
f

′（n

）
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に
お
い
て
は
、
労
働
・
資
本
比
率
と
資
本
一
単
位
当
り
の
実
質
貨
幣
残
高
に
関
す
る
微
分
方
程

式
体
系

n

・/ n

＝ν

－〔f

（n

）－（1

－s

）y

〕

m

・/ m

＝μ

－π

－〔f

（n

）－（1

－s

）y

〕

が
同
時
的
に
成
立
す
る
（
10
）

。
こ
の
動
学
体
系
の
解
径
路
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
安
定
渦
状
点
は
別

に
し
て
、
宇
沢
先
生
の
「
位
相
図
」
と
「
ポ
ア
ン
カ
レ
ー
・
ベ
ン
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
定
理
」
に
寄

る
こ
と
と
す
る
（
11
）

。

「
位
相
図
」
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
本
動
学
体
系
の
解
径
路
（
矢
印
の
つ
い
た
曲
線
）
は

長
期
定
常
状
態
（
A
A
曲
線
と
B
B
曲
線
と
の
交
点
）
に
循
環
的
に
収
束
す
る
か
、
そ
の
定
常
状

態
の
周
囲
の
リ
ミ
ッ
ト
・
サ
イ
ク
ル
に
巻
き
つ
く
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解

径
路
が
無
限
に
発
散
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
長
期
恒
常
的
な
貨
幣
的
成
長
プ
ロ
セ
ス
は
動
学

的
安
定
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

リ
ミ
ッ
ト
・
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
把
握
す
る
一
つ
の
よ
す
が
と
し
て
「
ポ
ア
ン
カ
レ
・
ベ
ン

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
定
理
（
12
）

」
を
こ
こ
に
参
照
す
る
。「
定
理　

n

＝2

の
と
き
の
微
分
方
程
式
体
系

30

（x

・

＝f

（x

））
の
解φ

（t
）
が
す
べ
て
のt≧

t0

に
対
し
て
、
定
義
さ
れ
て
い
て
、
あ
る
有
界

な
閉
集
合
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
と
す
る
。
い
ま
B
を
、
こ
の
解φ

（t

）
の
ω
極
限
点
の
集

合
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

0
N
Kn＝

m＝ MPK

・n＝ 0B

B

A

A・m＝ 0

N
Kn＝

・n＝ 0

B

B

A

Am＝ MPK

0

リミット・
サイクル

図 1 図 2
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B

＝｛b

：b

＝limk
→
∞ φ

（tk

）（
あ
る
時
間
列t1 ＜

tz ＜

…tk ＜

…lim
k
→
∞

tk

＝

∞

に
つ
い
て
）｝

も
し
、
B
の
な
か
に
均
衡
点
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
B
は
一
つ
の
開
曲
線
と
な
る
。
こ
の
場
合
つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合
が
起
こ
り
う
る
。

ⅰ　

φ

（t
）
が
B
の
上
を
動
く
周
期
関
数
と
な
る
。

ⅱ　

φ

（t

）
はt
↓∞

の
と
き
、
B
に
螺
旋
的
に
巻
き
つ
い
て
ゆ
く
。」
ⅰ
の
場
合
は
、φ

（t

）
が
循
環
的
に
B
の
境
界
を
め
ぐ
る
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
ⅱ
の
場
合
は
、
均
衡
点
以
外
の
孤
立
し
た
周
期
解
の
存
在
が
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
（
13
）

。

Ⅱ　

新
ケ
イ
ン
ズ
派
の
国
民
所
得
決
定
論

本
節
は
、
期
待
と
価
格
が
明
示
的
に
導
入
さ
れ
る
と
き
、
旧
ケ
イ
ン
ズ
派
の
国
民
所
得
決
定
理
論
が
ど
の
よ
う
に
書
き
あ
ら
た
め
ら
れ

て
い
く
か
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

集
計
的
生
産
関
数
をQ

＝F

（N

）
と
お
く
と
き
、
す
な
わ
ち
、
産
出
量
Q
を
雇
用
労
働
量
N
の
み
の
関
数
と
す
る
な
ら
ば
、
利
潤
最

大
化
の
条
件
式
は

F

′（N

）＝W
/P

で
あ
る
。
W
は
貨
幣
賃
金
率
、
P
は
価
格
水
準
で
あ
る
か
ら
、
労
働
雇
用
量
N
と
産
出
量
Q
と
は
実
質
賃
金
率W

/P

の
減
小
関
数

で
あ
る
。
そ
し
てP
Q
/W

＝Z

と
お
い
た
Z
が
ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
（
14
）

』
の
総
供
給
価
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
供
給
価
格
Z

と
は
賃
金
単
位
で
測
っ
た
雇
用
労
働
量
な
い
し
産
出
量
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
定
義
に
お
け
る
P
と
Z
と
の
関
係
は
図
第
三

に
お
け
る
Z
曲
線
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
貨
幣
を
含
む
資
産
A
を
国
民
所
得
Y
に
含
め
れ
ば
、
賃
金
単
位
表
示
の
国
民

所
得Y

w

は
、

二
八
一
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PW
Y

＝PW

・WP
N

＋ρ

・PW
A

で
あ
る
か
ら
、

Y
w

＝N

＋ρ
A
w

と
示
さ
れ
る
、
た
ゞ
し
ρ
は
実
質
利
子
率
で
あ
る
。

戝
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
総
需
要
は
消
費
需
要
、
投
資
需
要
、
と
財
政
支
出
の
和
で
あ
る
。
消
費
需
要C

W

は
、
期
待
実
質
利
子
率

eρ
と
永
久
実
質
所
得Y

w
e

の
関
数
で
あ
る
が
、
時
間
選
好
関
係
が
ホ
モ
セ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
永
久
実
質
所
得
に
関
す
る
消
費
需
要
の

弾
力
性
が
1
で
あ
る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
消
費
関
数
と
し
て
、

　
　
　
　

C
w

＝〔1

－s

（ρ
e

）〕Yw
e

で
あ
る
。
こ
ゝ
で
、s

（ρ
e

）
は
、

eρ
を
無
視
す
れ
ば
、
定
数
の
貯
蓄
性
向
で
あ
る
。

投
資
需
要
に
は
投
資
関
数Φ

＝φ

（ρ
e, n

）K

が
代
入
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
将
来
に
わ
た

るnet cash flow
s

の
割
引
現
在
価
値
を
最
大
化
す
る
よ
う
な
資
本
蓄
積
率α

＝K

・/K

は
eρ

と
r
（
利
潤
率
）
の
関
数
で
あ
る
か
ら
、α

＝α

（ρ
e, r

）
で
あ
る
、
ま
た
、
資
本
蓄
積
行
動
が

投
資
を
左
右
す
る
か
ら
、
投
資
効
果
関
数φ

＝φ

（α

）＝φ

（ρ
e, r

）
が
成
立
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
両
式
を
ま
と
め
る
と
、
投
資
関
数Φ

＝φ

（ρ
e, r

）K

が
設
定
さ
れ
る
。

政
府
支
出G

w

は
、
定
数
g
を
政
府
支
出
係
数
と
し
て
、G

w

＝gY
w

で
あ
る
。
か
く

し
て
、
総
需
要
D
は

　
　
　
　

D

＝（1

－s

）Yw
e

＋P
wφ

（ρ
e, r

）K

＋gY
w

総供給価格
または
総需要価格

0 P

Z

D

P
価格水準

図 3

二
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期
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常
成
長
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（
本
間
）

（
六
七
五
）

と
書
か
れ
る
。
図
第
三
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
価
格
水
準
の
上
昇
は
雇
用
労
働
量
の
増
加
と
利
潤
率
の
高
ま
り
と
を
も
た
ら
す
の
で
、

総
供
給
価
格
曲
線
よ
り
も
勾
配
の
小
さ
い
右
上
が
り
の
総
需
要
曲
線
が
描
か
れ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
の
有
効
需
要
の
原
理
と
同
じ
く
、
雇
用
、
産
出
量
お
よ
び
価
格
水
準
はD

＝S

、
す
な
わ
ち
、

（1

－s
）Yw

e

＋P
wφ

（ρ
e, r

）K

＋gY
w

＝Y
w

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
定
式
化
は
、
非
自
発
的
失
業
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
価
格
水
準
は
一
定
で
あ
る
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
の
前
提
と

は
異
な
り
、
価
格
水
準
を
内
生
的
に
決
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

I
S
│

L
M
分
析
の
よ
う
に
、
短
期
均
衡
の
決
定
の
た
め
に
、

eρ
と
n
、
あ
る
い
は
i
（
市
場
利
子
率
）
と
n
、
と
の
間
の
関
係
を

定
め
て
、
生
産
物
市
場
と
貨
幣
市
場
の
均
衡
を
検
討
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
国
民
所
得
決
定
の
モ
デ
ル
か
ら
、
純
投
資
と
純
貯
蓄
の
均
等
式
は

　
　
　
　

φ

（ρ
e, r

）＝（s

－g

）f（n

）＋（1

－s

）（r

－ρ
ea

）

と
書
か
れ
る
。

eρ
の
低
下
は
左
辺
の
投
資
の
増
加
、
そ
し
て
雇
用
、
産
出
量
の
増
加
は
右
辺

の
増
加
、
こ
の
よ
う
に
貯
蓄
と
投
資
を
均
等
に
さ
せ
る
よ
う
な
、

eρ
と
n
と
の
均
衡
関
係
は
、

図
第
四
の
よ
う
に
下
方
傾
斜
の
I
S
曲
線
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
（
15
）

。

貨
幣
市
場
の
均
衡
、λ
（i
）Yw

＝M
w

（

≡M
/W

）
は
、
一
定
のY

w

に
お
い
て
、
貨
幣
需
給

を
等
し
く
さ
せ
る
よ
う
な
利
子
率
水
準
に
お
い
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
貨
幣
需
要
は
、

た
と
へ
ば
取
引
量
の
増
大
期
待
な
い
し
利
子
率
上
昇
の
予
想
は
貨
幣
需
要
を
増
加
さ
せ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
つ
ね
に
増
加
す
る
貨
幣
供
給
に
よ
っ
て
右
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
n

L

MI

S

n

p　または i

N
Kn＝

0

i

p　*

e

e

図 4
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と
i
と
の
均
衡
関
係
は
、
図
第
四
の
よ
う
に
、
右
上
り
の
曲
線
L
M
で
示
さ
れ
る
。

最
後
に
過
少
雇
用
均
衡
を
考
慮
に
入
れ
て
、
こ
の
図
第
四
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
現
時
点
で
の
期
待
実
質
利
子
率
を

e＊ρ
と
す
れ
ば
、

I
S
曲
線
に
よ
っ
て
こ
の
図
の
横
軸
の
n
が
定
ま
り
、
こ
の
n
に
対
し
て
L
M
曲
線
か
ら
i
が
と
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
時
点

で
は
市
場
利
子
率
i
と
期
待
実
質
利
子
率

e＊ρ
の
間
に
は
開
き
が
存
在
す
る
。
か
く
し
て
、
短
期
均
衡
、
す
な
わ
ち
、
ケ
イ
ン
ズ
派
の

不
完
全
雇
用
均
衡
は
i
と

eρ
と
の
乖
離
に
よ
っ
て
も
特
徴
づ
け
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅲ
．
ケ
イ
ン
ズ
派
の
成
長
理
論

本
節
は
、
完
全
雇
用
下
の
経
済
成
長
過
程
を
新
ケ
イ
ン
ズ
派
の
立
場
か
ら
一
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
宇
沢
先
生
の
基
本
的
動
学
方
程
式

に
よ
れ
ば
、
図
第
五
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
長
期
均
衡
点
に
近
づ
く
安
定
的
な
径
路
は
二
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
の
径
路
に

つ
い
て
は
、
市
場
利
子
率
i
は
o
に
収
歛
す
る
か
、
プ
ラ
ス
∞
に
発
散
す
る
こ
と
に
な
る
（
16
）

。」
あ
る
い
は
、
本
節
で
は
、
自
然
成
長
率

と
保
証
成
長
率
の
全
く
の
偶
然
の
一
致
で
し
か
な
い
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
マ
ー
的
なknife-edge

上
を
進
行
で
き
な
い
不
安
定
的
な
径
路
が

着
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
17
）

。

長
期
定
常
的
成
長
過
程
に
お
い
て
、
貨
幣
供
給
と
労
働
供
給
の
増
加
率
は
と
も
に
外
生
的
に
与
へ
ら
れ
て
、

M

・/M

＝μ
,  N

・/N

＝ν

で
あ
る
。
期
待
実
質
利
子
率

eρ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
派
の
前
節
の
I
S
曲
線
上
で
、
完
全
雇
用
を
も
た
ら
す
有
効
需
要
に
対
応
す
る
労
働

－
資
本
比
率n

＝N
/K

と
と
も
に
仮
定
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

eρ
と
n
と
は
当
モ
デ
ル
の
純
投
資

－

貯
蓄
均
等
式
を
満

足
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
い
で
、

eρ
と
政
府
支
出
係
数
g
と
を
所
与
と
す
れ
ば
、
完
全
雇
用
の
n
は
関
数n

（ρ
e, g

）

二
八
四
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）

に
よ
っ
て
表
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
ゝ
で
、

eρ
に
関
す
る
完
全
雇
用

n
の
弾
力
性
η
を
定
義
す
れ
ば
、

η

＝
－1n

 ∂
n
∂ρ

e ＞
0,  n ・n

＝ρ

・e

・η

と
計
算
で
き
る
。
さ
ら
に
、
実
質
資
本
K
の
増
加
率
が
、
前
節
の
よ
う

にnet cash fl ow
s

の
割
引
現
在
価
値
の
最
大
化
を
通
じ
て
、

K

・/K

＝α

＝α

（ρ
e, r

）

で
あ
る
か
ら
（
た
ゞ
し
r
は
利
潤
率
）、
完
全
雇
用
下
の
n
の
変
化
率
は
、

n

・/ n

＝ν

－α

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
、
長
期
恒
常
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、

ρ

・e

＝（1/η

）（α

－ν

）

が
成
立
し
て
い
る
。

他
方
、
ρ
は
、N

erlove-C
agan

的
な
適
応
期
待
の
仮
説
に
よ
っ
て
、

ρ

・e

＝β

（ρ

－ρ
e

）,  ρ

＝i

－π
,

　
　
　

β
は
調
整
速
度
、

が
成
立
し
て
い
て
、
か
つ
完
全
雇
用
の
下
で
、

ρ

・e

＝（1η
）（α

－ν

）＝β

（ρ

－ρ
e

）

市場利子率

安定的径路

安定的径路

定常的貨幣賃金率
w＝ 0

定常的価格水準
π＝ 0

A

B

B

C

C

D

D

A
y＝Y
N

＝ 0di
dt

0 一人当り実質所得

＝ 0di
dt

ハイパーインフー
レション径路

̂

図 5
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で
あ
る
か
ら
、
定
常
的
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

i

－π

＝ρ

＝ρ
e

＋（

1βη

）（α

－ν

）

な
い
し
、π

＝i

－ρ
e

－（

1βη

）（α

－ν

）

の
関
係
式
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

労
働
市
場
の
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
に
貨
幣
賃
金
率
W
も
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
必
要
変
化
率ω

＝W

・/W

は
、

f

′（n

）＝W
/P

に
よ
っ
て
、

ω

＝π

＋ε

（α

－ν

）

で
あ
る
。
た
ゞ
し
、
ε
は
労
働
の
限
界
生
産
の
弾
力
性
（d

f′（
n）

f′（
n）
/ d

nn

）
で
あ
る
。
な
お
、
さ
ら
にε

＝S
K /σ

と
表
わ
さ
れ
る
、
た
ゞ
し
、

SK
は
資
本
の
相
対
的
シ
ェ
ア
（（f

－n
f

′）/ f
）
を
、
σ
は
労
働
と
資
本
の
代
替
の
弾
力
性
（（f

′・（f

－n
f

′）/ n
f

″・f

）
を
そ
れ
ぞ
れ
に
示
す
。

最
後
に
、
当
モ
デ
ル
の
実
質
資
本
で
測
っ
た
貨
幣
市
場
の
均
衡
は

λ

（i

）f（n

）＝M
/P
K

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
が
、
成
長
プ
ロ
セ
ス
下
の
均
衡
式
は
、
市
場
利
子
率
と
一
人
当
た
り
実
質
所
得
の
成
長
率
に
つ
い
て
、
貨
幣
需
要

λ
の
市
場
利
子
率
i
に
関
す
る
弾
力
性
をγ

＝

－1λ
dλd

i ＞
0

と
し
て
、

－γ
d

i
d

t

＋（1

－S
K

）d
nd
t

＝μ

－π

－α

が
成
立
す
る
が
、
さ
ら
に
、n ・n

＝ν

－α

を
用
い
れ
ば
、

二
八
六
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d
i

d
t

＝1γ
π

－（μ

－ν

）＋S
K

（α

－ν

）

を
、
あ
る
い
は
、
既
述
の
π
に
か
ん
す
る
関
係
式
を
使
う
と
、

d
i

d
t

＝1γ
i

－ρ
e

－（μ

－ν

）－（

1βη

－S
K

）（α

－ν

）

を
最
終
的
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
一
人
当
り
の
実
質
所
得
の
成
長
率
に
つ
い
て
は
、ŷ

＝f

（n

）/ n

か
ら
、

1ŷ
d

ŷd
t

＝S
K

（α

－ν

）

が
導
か
れ
る
。
か
く
し
て
、
完
全
雇
用
の
定
常
的
成
長
過
程
下
で
は
、
こ
れ
ら
最
後
の
二
つ
の
微
分
方
程
式
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
が

新
ケ
イ
ン
ズ
派
の
基
本
的
動
学
方
程
式
で
あ
る
（
18
）

。

こ
の
動
学
体
系
の
解
径
路
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
宇
沢
先
生
の
「
位
相
図
」
図
五
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
鞍
点
に
収
束
す
る
二
本
の
安
定

的
な
成
長
径
路
以
外
の
径
路
は
す
べ
て
無
限
に
発
散
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
場
利
子
率
な
い
し
諸
々
の
証
券
価
格
の
暴
騰
、
暴
落
の
現

象
は
、
こ
れ
ら
不
安
定
的
な
径
路
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ　

あ
と
が
き

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
稿
の
モ
デ
ル
全
体
は
長
期
恒
常
状
態
の
成
長
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
新
ケ
イ
ン
ズ
派
の

成
長
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
な
い
し
合
理
的
期
待
形
成
学
派
の
一
般
的
な
マ
ク
ロ
動
学
理
論
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
19
）

。

（
1
） 

伊
藤
誠
、
Ｃ
．ラ
バ
ヴ
ィ
ツ
ァ
ス
、『
貨
幣
・
金
融
の
政
治
経
済
学
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
六
、
四
、
三
、
一
五
九
〜
一
六
三
頁
。

二
八
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（
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（
2
） 

青
木
達
彦
、「
現
代
ポ
ス
ト
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
理
論
（
展
望
）」、「
季
刊　

現
代
経
済　

五
二　

臨
時
増
刊
」、
昭
和
五
八
年
、
に
所
収
。

（
3
） H

IR
O
F
U
M
I U
Z
A
W
A
, “P
reference, P

roduction, and C
apital, ” C

A
M
B
R
ID
G
E
 U
N
IV
E
R
S
IT
Y
 P
R
E
S
S
, 1988, C

H
.16, 

P
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